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　 ’　 冬季日本海メソ対流系観測 一2003 （WMO − 03）の概況報告
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1　 はじめに

冬の 日本海上で発生するさまざまな気象擾乱を捉える目

的で 2003年 1月に 日本海側で観測を実施 した．2001年、

2002年に引き続き，本プロ ジェ ク トを
“

冬季日本海メ ソ 対

濂系観盞則一2003（Winter　mSs　tbservat　ionsσver 　the　J司pan
Sea−2003； 枷 3）

”

と呼ぶ こ とにする．こ こでは観測の

概要と天気概況、 寒気につ い て報告する．

2　 観測体制 （第 1図）

第 1図　刪 ｝−03の 観測地図

A憾R（Advanced　Microwave　Scanning　RadiDmeter）降水
検証グル ープの若狭湾特別観測と共同で福井県春江町の

福井空港で高層観測を行っ た
。 また内灘町と寺井町で は

名大の ドッ プラーレーダー，富山で は境界層レーダーに

よる連続観測を行っ た 。1月 13日 09∫sr〜1月20 日09Jsr

（10P1）と 1月25日09」訂〜2月 1日09JSr（10P2）に は強化

観測を行い
， 気象庁の長風丸・清風丸 ・高風丸と秋田地

方気象台 ・輪島測候所 ・米子測候所に高層観測を協力し

て い ただい た。 また航空機 （G2）による雲周辺の観測を

NASAの P3と共同で行 っ た。

3　観測期間の天気概況

1月前半の観測期間中は顕著な擾乱もなく、比較的穏やか

な天気で あっ た。 ところが 1月後半の 1（肥 に寒気が入り、

山陰から北の日本海側で降雪が見られた。 特に 1月 27日

からは、 低気圧が日本海上 で発達して 29 日には樺太付近

で 974hPaとなっ た。 その後低気圧は南側の もの と合体し
て 、31 日に は カ ムチ ャ ッ カ半島の南で 964hPaまで発達し
た 。 この ために、 日本海上は寒気が強く吹きつ ける状況

が持続 して、海洋気象観測船は定点か ら退避した りした。

第2図　1月 29日 14JSCにおける気象庁合成レ
ー

ダー

図 （左〉と 5  欄 の結果 （右）。

　寒気吹き出しの例 として第2図を示す。 細か く見れば

対応 しない とこ ろ
．
もあるが 、 大きく東西に並ぶ バ ン ドな

どはよく再現されて い る 。

4　寒気はどこか ら来たの か ？

500hPaの温度で見る と
、
　 H本付近で は寒気は約 2   

の 大きさであっ て 、北ヨ
ー

ロ ッ パあたりか らや っ て きて

東に移動 しなが ら南下 した 。 第 3図は 1月 28−29 日に 日

本海に寒気が入 っ た場合で ある 。 MO （North　At　laat　ic
Oscillation）に似たパ タ

ー
ンが見られ、その発生に つ い

て は
一
種の傾圧不安定波であると考えた 。 また動きに関

して は、
一
般 風が強い の で

一
般 風に流されたの かロ ス ビ

ー波なのかまで はわからない 8
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第3 図　2003年 1月 21 日 12urcを初期値に して 、 4日目

（上）と 6日目 （下）の （刪 の 温度 （500hPa）の予報 、

4．まとめ

脇 03の観測体制と天気概況 、 また寒気がどこから来た

かなどにつ い て議論した 。 冬の 日本海では下の境界が海

面水温で決まっ てい るので、上下の不安定は寒気の入り

に依存するこ とが多い
。 その意味で もこの寒気の発生 ・

発達 ・移動の し方などを細か く見る必要がある 。
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